古代ギリシャ、イタリアルネサンス、新古典主義の関連性（共通性）について

学籍番号083630497

MA学科4年1組28番 中坪宏太

古代ギリシャの美　

１）プラトン

“感覚的実在はイデア世界（理想）の影にすぎずここの霊魂は生まれる以前にそうしたイデアの世界を体験しており非物質的で郷愁的な愛のみがその世界に導く。”

・人々が感じる“美”の原因は全てイデアである。

あくまで概念的な美の確立時期であり芸術という言葉もまだなく、彫刻など現在でいう藝術に対する評価は“技術の一部であり知識と大差ない”と高いものではない。それは現在でいうところの藝術は物を通してイデアを感じさせる行為（イデアの模倣の模倣）と考えられていたためである。そのためイデアを直接的に語る詩のみを別格の扱いにした。

２）アリストテレス

“美とは視覚を介してか聴覚を介して快いものである ”

“美の最も主要な形相は秩序と均斉と被限定性とである ”

藝術の定義を　理を具えた制作できるという状態　とした。また藝術はプラトンと同じく“技術の一部であり基本的には模倣技術である”としたがプラトンと違い、“美は個々のものがイデアの影を写しているのではなく普遍的なものを写している”として藝術を肯定的積極的に評価した。

3)プロチノス

藝術美の確立

“芸術は見たものを単に模倣するのではなくて，自然（自然の本性）がそこから出てくるところの形成原理にまでさかのぼるのであることを，知らねばならない。さらに，芸術は自分の手もとから沢山のものを提供しつつ制作するのであり，（自然物に）何か欠けた所

があれば付け足して補いもするのであるが，それは芸術が美を所有しているからである。”

イタリアルネサンスの美

レオナルド・ダ・ヴィンチ

藝術の中で如何に絵画が優れているかを論じた。

・視覚芸術の重視。

イデア説を元にして3段論法的に絵画とそれ以外の諸芸術を比較批評している。

フランス古典主義の美

アカデミーが相次いで設立され藝術に対する概念が積極的に研究されるようになる。

1)色彩論争

ル・ブラン、プッサンらの静的で納まりの良い構図をよしとする素描派閥とルーベンスに代表されるこれまでのルネサンス絵画とは一線を画す躍動的な構図をよしとする色彩派閥での藝術論争が起こる。

色彩派の勝利。

2)藝術概念の成立期

デュボス 

“藝術の目的は人間の感性を楽しませる点にある ”

感情を強調した。

バトゥ

　“「芸術」が「自然」の模倣者であるとしても、それは「自
　　然」の盲目的な模写ではなく、賢明で。見識のある模倣でな
　　ければならない。しかもまたこの模倣は対象や特徴を選び出
　　し、それらを無理がないように全く完璧に提示すべきである。
　　一言で言えばそれは、「自然」がそこに見出されるような模
　　倣であるが、その「自然」は、それ自身あるがままの「自然」
　　ではなく、ありうる「自然」、精神によって思い描かれた
　　自然」である ”

アリストテレスの思想に補足した。

まとめ

古代ギリシャ、イタリアルネサンス、新古典主義はどれも前の時代の主義主張に異を唱えるものだが、“美は自然の模倣である”という古代ギリシャ人の考え方を下に、その解釈を改めようという点においてその共通性が認められる。

また、藝術について、どの思想においても“テクネーの一部である”との見解で一致している。

